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患特異的 QOL、骨粗鬆症 QOL、不安と抑うつを評価する尺度のHADSを測定した。 
 
結果 
 Per protocol解析では、運動群の腰椎骨密度（介入前 0.985 ± 0.182、介入後 0.995 ± 0.188 ; p < 0.05）




て 30秒椅子立ち上がりテスト（p < 0.001）と 6分間歩行（p < 0.001）が有意に増加し、2群間における群と
時間の交互作用を認めた。身体活動量は通常ケア群において 1日あたりの平均歩数（p < 0.05）と運動消費カ
ロリー（p < 0.01）が有意に減少し、2群間における群と時間の交互作用を認めた。 
 
結論 
PDの特性を踏まえた在宅での運動療法は、骨密度、骨代謝マーカーへ影響を及ぼさなかった。 
 
